平成15年度　第２回　アナログ１種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　図－1に示す回路において、抵抗R0に矢印のような電流が流れているとき、電池の起電力E1は、（　ア　）ボルトである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。　　　　　　　　(5点)
	　①　10　　②　16　　③　25　　④　31　　⑤　31
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　(2)　図－2に示す回路において、回路に流れる全電流Iは、（　イ　）アンペアである。　　　(5点)
	　①　10　　②　15　　③　20　　④　25　　⑤　30
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　(3)　平行に置かれた2本の電線に、互いに反対方向に直流電流を流すと、電線間において相互に（　ウ　）する電磁力が発生する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　吸　収　　②　交　差　　③　回　転　　④　振　動　　⑤　反　発


　(4)　正弦波交流の流れる回路において、電圧がEボルト、電流がIアンペア、電圧と電流の位相差がφラジアンのとき、この回路の（　エ　）電力は、「E×I×sinφ」で表される。　　　　　　(5点)
	　①　瞬　時　　②　相　対　　③　皮　相　　④　無　効　　⑤　有　効


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　ダイオードに関する次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
A　定電圧ダイオードは、逆方向に加えた電圧がある値を超えると急激に電流が増加するツェナー現象を生じ、広い電流範囲で電圧を一定に保つ特性を有する。

　　B　可変容量ダイオードは、コンデンサの働きを持つダイオードで、pn接合ダイオードに加える逆バイアス電圧を制御することにより、その容量を変えることができる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(2)　図に示す電流帰還バイアス方式のトランジスタ回路において、トランジスタの直流電流増幅率がβ、ベースとエミッタ間のバイアス電圧がVBE、IAがベース電流IBのa倍のとき、抵抗RAは、（　イ　）で求められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
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　(3)　トランジスタのバイアス回路は、トランジスタの動作点の設定を行うために必要な（　ウ　）を供給する回路である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　直流電流　　②　交流電流　　③　帰還電流　　④　入力信号　　⑤　バイパス信号


　(4)　エミッタ接地形トランジスタ回路の静特性における出力特性は、ベース電流IBを一定に保ったときのコレクタ電流ICと（　エ　）との関係を示したものである。　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　ベース電圧VB　　　　　　②　コレクタ～エミッタ間の電圧VCE
③　エミッタ電流IE　　　　　④　ベース～エミッタ間の電圧VBE


　(5)　電界効果トランジスタは、半導体の中を移動する多数キャリアを（　オ　）電極に加えられる電界により制御する素子である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　ドレイン　　②　ソース　　③　ゲート　　④　ベース　　⑤　エミッタ


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　次の論理関数Xは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　ア　）になる。

(5点)
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	　①　A・C＋B　　②　A＋B　　③　
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　(2)　図－1～図－4の論理回路において、入力a及び入力bの論理レベル（それぞれA及びB）と出力cの論理レベル（C）との関係が、
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　　の論理式で表すことができる論理回路は、（　イ　）の回路である。　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　図－1　　②　図－2　　③　図－3　　④　図－4
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　(3)　図－5の論理回路におけて、Mの論理素子が（　ウ　）であるとき、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係は、表－1の真理値表で示される。　　　　　　　　　　(5点)
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(4)　表－2は、入力論理レベルA及びBと出力論理レベルCとの関係を示した真理値表である。この真理値表に相当する論理式は、C=（　エ　）の式で表すことができる。　　　　　　　　(5点)
	　①　
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　(小計20点)
　(1)　図－1において、電気通信回線への入力電力が（　ア　）ミリワット、その伝送損失が1キロメートル当たり1.0デシベルのとき、負荷抵抗Rで消費する電力は、2.4ミリワットである。ただし、変成器は理想的なものとし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。　　(5点)
	　①　24　　②　48　　③　64　　④　96　　⑤　240　　⑥　320
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　(2)　平衡対ケーブルを用いた音声周波数帯域の信号の伝送を行うとき、（　イ　）を大きくすると伝送損失が増加する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　単位長さ当たりのインダクタンス　　②　心線導体の直径

　③　心線導体の導電率　　　　　　　　　④　単位長さ当たりの心線導体抵抗


　(3)　図－2において、A方向における漏話減衰量は、（　ウ　）デシベルである。　　　　　　(5点)
	　①　－60　　②　－40　　③　16　　④　40　　⑤　44　　⑥　60
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　(4)　特性インピーダンスの異なる線路を接続するとき、その接続点で信号の（　エ　）現象による減衰が生ずる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　反　射　　②　誘　導　　③　反　響　　④　鳴　音　　⑤　整　合


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　 （　ア　）変調方式では、搬送波の周波数をfcとし、信号波の周波数をfvとすると、変調器の出力はfc及び及び二つの側波(fc＋fv、fc－fv)になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　位　相　　②　周波数　　③　振　幅　　④　パルス符号


　(2)　アナログ伝送路を用いてデータ伝送を行う場合、8相位相変調方式は4相位相変調方式と比較して、変調速度が同じならば、データ信号速度は（　イ　）倍になる。　　　　　　　　　　(4点)
	　①　1.5　　②　2.0　　③　3.0　　④　4.0　　⑤　6.0


　(3)　PCM信号の多重、複合について述べた次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　(4点)
A　TDM方式は、各チャネル別にパルス信号の送出を時間的にずれして伝送することにより、伝送路を多重利用するものである。

　　B　伝送されてきたパルス列を、受信側で元の波形に復元するためには、量子化レベルまで再生した信号を、サンプリング周波数の
[image: image23.wmf]2

1

を遮断周波数とする低域フィルタを通す必要がある。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(4)　PCM方式の量子化雑音は、中継区間数の増加により、（　エ　）。　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　増加する　　②　減少する　　③　増減する　　④　変化しない


　(5)　光ファイバは、光ファイバ内の光の伝搬モードにより、単一モード形と多モード形とに分けられ、一般に、コア径は（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　単一モード形の方が小さい　　②　多モード形の方が小さい

③　両モード形とも同じである


解答

第1問（ア）①　（イ）①　（ウ）⑤　（エ）④

第2問（ア）③　（イ）④　（ウ）①　（エ）②　（オ）③

第3問（ア）②　（イ）③　（ウ）④　（エ）④

第4問（ア）⑤　（イ）④　（ウ）④　（エ）①

第5問（ア）③　（イ）①　（ウ）③　（エ）④　（オ）①
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